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会

長

大

舘

眞

『
津
波
に
肉
親
を
奪
わ
れ
、
放
射
能
に
故
郷
を
追
わ
れ

た
人
に
と
っ
て
、
震
災
が
思
い
出
に
変
わ
る
こ
と
は
金
輪

際
あ
り
得
な
い
。
復
興
の
遅
々
た
る
歩
み
を
思
え
ば
、
針

は
前
に
も
進
ん
で
い
な
い
。
い
ま
も
午
後
２
時
46
分
を
指

し
て
、
時
計
は
止
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
―
中
略
―
「
汚

染
の
危
険
が
ゼ
ロ
で
は
な
い
の
だ
か
ら
」
と
い
う
受
け
入

れ
側
の
拒
否
反
応
も
あ
っ
て
、
が
れ
き
の
処
理
は
進
ん
で

い
な
い
。
人
は
優
し
く
な
っ
た
か
。
賢
く
な
っ
た
か
。
』

こ
れ
は
３
月
11
日
の
読
売
新
聞
編
集
手
帳
の
一
部
で
す
。

震
災
復
興
の
た
め
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
や
、

世
界
中
か
ら
多
く
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
思
う

と
、
人
は
優
し
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
町
か
ら
も
１

０
７
７
万
円
も
の
義
援
金
が
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
贈
ら

れ
ま
し
た
。
が
れ
き
や
汚
染
さ
れ
た
表
層
の
土
な
ど
の
処

理
は
、
世
界
の
英
知
を
集
め
、
人
々
の
協
力
を
得
て
一
日

も
早
く
進
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
広
報
に
「
無
縁
社
会
」
の
こ
と
を
載
せ

ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
単
身
世
帯
の
「
孤
独
死
」
に
つ
い

て
を
書
き
ま
し
た
。
今
年
に
な
っ
て
、
さ
い
た
ま
市
の
ア

パ
ー
ト
で
60
代
の
夫
婦
と
30
代
の
息
子
の
一
家
３
人
、
立

川
市
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
で
45
歳
の
母
と
４
歳
の
知
的
障
害

が
あ
る
男
児
、
都
営
ア
パ
ー
ト
で
95
歳
の
認
知
症
の
母
と

63
歳
の
娘
の
「
孤
立
死
」
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
大
事
の
前
に
誰
か
に
救
い
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
か
、
と
て
も
残
念
に
思
い
ま
す
。
血
縁
も
地
縁

も
社
縁
も
、
世
間
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
の
崩
壊
は
、

孤
独
死
か
ら
孤
立
死
へ
家
族
ご
と
、
社
会
か
ら
孤
立
す
る

厳
し
い
現
実
を
突
き
つ
け
て
い
ま
す
。
孤
立
死
は
、
今
の

日
本
の
現
状
か
ら
す
る
と
、
ど
こ
の
地
域
で
も
起
こ
り
う

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
大
震
災
で
合
い
言
葉
の
よ
う
に
な
っ

た
「
絆
」
の
大
切
さ
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
家
族
の
絆
、
地
域
の
絆
、

友
達
と
の
絆
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
、
安
心
し
て
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

昨
年
、
ブ
ー
タ
ン
国
王
夫
妻
の
来
日
を
機
に
、
国
民
総

幸
福
度
「
Ｇ
Ｎ
Ｈ
」
と
い
う
言
葉
が
、
日
本
で
も
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ブ
ー
タ
ン
で
は
、
幸
福
を

示
す
尺
度
と
し
て
住
居
、
健
康
、
文
化
活
動
な
ど
多
く
の

指
標
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
指
標
ご
と
に
数
値

化
し
、
指
標
値
が
低
い
分
野
に
は
、
国
家
予
算
を
積
極
的

に
投
入
す
る
な
ど
改
善
を
図
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
本
は
、
世
界
に
誇
る
経
済
大
国
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
経
済
の
豊
か
さ
だ
け
で
は
、
本
当
の
豊
か
さ

と
は
言
え
な
い
、
と
多
く
の
人
々
が
感
じ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
当
町
の
皆
様
が
絆
を
深
め
、
奥
多
摩
町
で
暮
ら
せ

て
幸
せ
と
思
え
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
、
地
域
福
祉
の
向

上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
町
民
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み
ち
の
く
の

今
年
の
桜

す
べ
て
供
花

く

げ高
野
ム
ツ
オ

社
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祉
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１．基本方針

昨年３月１１日に発生した東日本大震災では、地震、津波、原子力発電所の事

故により、未曾有の被害をもたらし、今なお、多くの方々が住み慣れた地域を離

れ、仮設住宅での暮らしや避難生活を余儀なくされています。一日も早い復旧と

原発事故の解決を含めた地域の復興を願うものであります。また、被災地、被災

者に対し、日本はもとより世界の国々から多くの支援が寄せられ、人と地域の絆

の大切さが見直されたように感じます。

さて、わが国の少子高齢化が世界的に例をみない速さで進む中、核家族化と単

身世帯の増加による家庭機能や地域社会の福祉力の低下、経済不況を背景とする

雇用情勢の悪化等による失業、低所得や貧困問題の若年層への広がり、社会保障

をはじめとする公的制度や施策の問題、虐待、家庭内暴力、孤立死、高齢者に対

する詐欺的商法、引きこもりなど、社会福祉に対するニーズは、質・量ともに多

様化、複雑化する傾向にあります。また、高齢者や障害者をはじめとする福祉制

度を取り巻く環境も、大きく変化してまいりました。

このような状況の中で、この４月から介護サービス基盤強化のための介護保険

法等の一部を改正する法律が施行され、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮ら

すことができるよう、地域福祉をより一層推進していくことが打ち出されていま

す。障害者基本法についても昨年８月に一部改正・施行され、基本的な考え方や

施策の方向等の見直しが行われました。また、社会福祉法人に対しては、昨年７

月に厚生労働省から新たな「社会福祉法人会計基準」の通知が出され、平成２７

年度まで新しい基準に移行することとなりました。新しい基準では、会計の区分

方法が変更され、法人全体、事業区分、拠点区分及びサービス区分別に財務諸表

を作成する等、経営の実態に即した予算管理が期待されるもので、今後、移行に

向けて対応して行きたいと考えています。

本年度の主な事業として、高齢福祉分野では、在宅の高齢者が住み慣れた地域

で、健康で安心した生活が送れるよう、外出支援サービス、筋力向上トレーニン

グ、福祉機器の貸出、高齢者見守り相談、老人クラブ連合会運営支援等の事業を、

障がい者福祉分野では、障がい者が自立した生活を送り積極的な社会参加が図れ

るよう、障がい者団体の運営と活動の支援、日常生活自立支援等の事業を、介護

分野では、介護サービス事業者として在宅高齢者の介護支援を中心に、高齢者在

宅サービスセンター、ヘルパーステーション“おくたま”、ケアサポート奥多摩

の運営を、子ども家庭分野では、地域における育児環境の福祉向上を図るため、

乳幼児及び児童福祉事業等を、その他、福祉団体への運営支援、ボランティア活

動の推進、福祉サービスの利用援助、生活困窮者等に対する相談・支援・貸付事

業等をそれぞれ推進してまいります。

地域福祉は、行政、民間企業、NPO法人等の団体はもちろん、同じ地域に暮らす

住民同士が助け合い、支え合いながら、みんなで力を合わせて取り組んでいく必

要があります。

本年度も役職員一丸となって地域福祉の向上に努めてまいりますので、町民皆

様のなお一層のご支援とご協力をお願いいたします。
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２ ． 法 人 運 営 事 業

（ １ ） 役 員 会 等 の 開 催

運 営 基 盤 の 強 化 、 介 護 保 険 事 業 等 に お け る 効 率 的 事 業 の 展 開 及 び 安 定 し

た 経 営 を 図 る た め に 正 副 会 長 会 ・ 理 事 会 ・ 評 議 員 会 を 開 催 い た し ま す 。

① 正 副 会 長 会 随 時

② 理 事 会 年 ５ ～ ６ 回

③ 評 議 員 会 年 ３ 回

（ ２ ） 監 事 会 の 開 催

事 業 計 画 ・ 予 算 及 び 事 業 報 告 ・ 決 算 等 の 執 行 状 況 等 に つ い て 監 査 し て い

た だ く 監 事 会 を 開 催 い た し ま す 。

① 決 算 監 査 ５ 月

② 中 間 監 査 １ ０ 月

（ ３ ） 社 会 福 祉 協 議 会 会 員 の 増 強 及 び 自 主 財 源 の 確 保

社 会 福 祉 協 議 会 が 事 業 展 開 し て い る 地 域 福 祉 活 動 を 町 民 皆 様 に ご 理 解 い

た だ き 、 そ の 財 源 と な る 会 員 （ 会 費 ） 及 び 寄 付 金 の 増 強 を 図 り ま す 。 ま た、

奥 多 摩 町 及 び 東 京 都 社 会 福 祉 協 議 会 の 受 託 事 業 を 通 じ て 運 営 資 金 の 確 保 を

図 る 他 、 福 祉 バ ザ ー を 開 催 し 、 基 金 へ の 積 立 財 源 の 確 保 に 努 め ま す 。

① 会 員 会 費 の 増 強 月 間 ６ 月 （ 年 間 を 通 じ 受 付 ）

② 寄 付 金 の 申 し 込 み 受 付 年 間 を 通 じ 受 付

③ 第 １ ４ 回 福 祉 バ ザ ー 開 催 ４ 月 ２ １ 日

（ ４ ） 調 査 ・ 企 画 ・ 啓 発

社 会 福 祉 に 功 績 の あ っ た 方 々 へ の 表 彰 並 び に め で た く 金 婚 を お 迎 え に な

ら れ た ご 夫 妻 を お 祝 い し 、 福 祉 大 会 を 開 催 い た し ま す 。

第 ４ ０ 回 奥 多 摩 町 福 祉 大 会 １ １ 月

（ ５ ） 普 及 宣 伝

広 報 「 お く た ま ふ く し 」 の 発 行 、 ま た 、 ホ ー ム ペ ー ジ に よ り 情 報 公 開 と

社 会 福 祉 協 議 会 活 動 の 周 知 を 図 り ま す 。

① 「 お く た ま ふ く し 」 の 発 行

発 行 回 数 年 ４ 回 （ ４ 月 、 ７ 月 、 １ ０ 月 、 １ 月 ）

発 行 部 数 ２ ， ７ ０ ０ 部 （ １ 回 ）

② ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 広 報

（ ６ ） 地 域 福 祉 活 動 計 画 「 や ま び こ 計 画 」 の 推 進

平 成 １ ７ 年 度 を 初 年 度 と す る 、 第 ２ 期 地 域 福 祉 活 動 計 画 「 や ま び こ 計 画」

と 奥 多 摩 町 地 域 保 健 福 祉 計 画 （ 後 期 ） と の 整 合 性 を 図 り つ つ 推 進 い た し ま

す 。

３ ． 地 域 福 祉 事 業

（ １ ） 高 齢 者 福 祉 事 業

在 宅 の 高 齢 者 が 住 み 慣 れ た 地 域 で 、 健 康 で 安 心 し た 生 活 が 送 れ る よ う 支

援 い た し ま す 。

① ふ れ あ い 仲 間 づ く り 旅 行 （ 対 象 単 身 高 齢 者 ）

② 金 婚 の お 祝 い （ 奥 多 摩 町 福 祉 大 会 ）

③ 敬 老 祝 い 金 の 贈 呈 （ 在 宅 ・ 施 設 入 所 最 高 齢 者 、 米 寿 ）

④ 奥 多 摩 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 年 間 事 業 へ の 協 力
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○ 理 事 会 ・ 役 員 会 開 催 月 １ 回

○ 会 員 親 睦 旅 行

○ ゲ ー ト ボ ー ル 大 会

○ 合 同 講 演 会 （ 年 金 友 の 会 ）

（ ２ ） 障 が い 者 福 祉 事 業

障 が い 者 が 自 立 し た 生 活 を 送 り 、 積 極 的 な 社 会 参 加 が 図 れ る よ う 支 援 い

た し ま す 。

① 奥 多 摩 町 身 体 障 害 者 福 祉 協 会 年 間 事 業 へ の 協 力

○ 会 員 一 泊 親 睦 旅 行 ６ 月

○ ふ れ あ い ス ポ ー ツ 大 会 １ ０ 月

② 重 度 身 体 障 が い 者 日 帰 り 見 学 会 （ 町 事 業 へ の 協 力 ）

③ 西 多 摩 障 が い 者 絵 画 展 の 開 催 １ ０ 月 頃

④ 精 神 障 が い 者 の つ ど い 「 な ご み 運 営 委 員 会 」 事 業 へ の 協 力

⑤ 障 が い 者 世 帯 の 自 主 活 動 グ ル ー プ へ の ク リ ス マ ス 事 業 援 助

（ ３ ） ひ と り 親 家 庭 ・ 乳 幼 児 及 び 児 童 福 祉 事 業

地 域 に お け る 育 児 環 境 の 福 祉 向 上 を 図 り ま す 。

① 低 所 得 世 帯 へ の 就 学 援 助

② 奨 学 就 学 資 金 の 借 入 れ 斡 旋

③ 保 育 園 児 観 劇 招 待 ６ 月

④ 自 主 保 育 グ ル ー プ へ の ク リ ス マ ス 事 業 援 助

（ ４ ） 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 事 業

在 宅 の 高 齢 者 及 び 障 が い 者 等 に 福 祉 サ ー ビ ス を 利 用 し て い た だ く こ と に

よ り 利 用 者 並 び に 介 護 者 の 負 担 を 軽 減 で き る よ う に 努 め ま す 。

① 介 護 機 器 等 の 無 料 貸 出 し

（ 介 護 ベ ッ ド 、 車 い す 、 ポ ー タ ブ ル ト イ レ 、 エ ア ー マ ッ ト ）

② 介 護 用 品 の 交 付 事 業 （ 町 事 業 へ の 協 力 ）

１ か 月 ５ ０ 枚 を 限 度 と し 、 紙 オ ム ツ を 無 償 交 付 い た し ま す 。

（ ５ ） 有 償 家 事 援 助 サ ー ビ ス 事 業

住 民 の 参 加 と 協 力 の も と 、 会 員 制 を 取 り 入 れ 有 償 に よ り 、 高 齢 者 世 帯 等

へ 日 常 生 活 に 必 要 な 家 事 援 助 及 び 簡 単 な 介 助 等 の サ ー ビ ス を 提 供 し 、 住 民

の 連 帯 と 相 互 扶 助 を 促 進 し ま す 。

（ ６ ） ま ご こ ろ 助 成 事 業

地 域 福 祉 、 ボ ラ ン テ ィ ア 事 業 等 を 行 う 団 体 へ 公 募 に よ る 、 単 年 度 の 助 成

事 業 を 行 い ま す 。

（ ７ ） そ の 他

靖 国 神 社 昇 殿 参 拝 と 合 同 慰 霊 祭 を 隔 年 で 実 施 し て お り 、 平 成 ２ ４ 年 度 は

靖 国 神 社 昇 殿 参 拝 を 実 施 い た し ま す 。

① 靖 国 神 社 昇 殿 参 拝 １ ０ 月

② 奥 多 摩 町 遺 族 会 事 業 へ の 協 力

４ ． ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 推 進 事 業

誰 も が 気 軽 に 足 を 運 ん で い た だ き 、 ボ ラ ン テ ィ ア 情 報 の 入 手 や 相 互 の 意 見 交

換 な ど で き る よ う ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー を 常 時 開 放 し 、 効 果 的 な ボ ラ ン テ ィ ア
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活 動 が で き る よ う 、 充 実 し た 環 境 、 拠 点 づ く り に 努 め ま す 。

更 に 、 養 成 研 修 事 業 、 組 織 化 ・ 登 録 斡 旋 事 業 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 助 成 事 業 、

災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 事 業 及 び 広 報 ・ 啓 発 事 業 を 実 施 し “ 町 民 み な ボ ラ ン テ ィ

ア 運 動 ” を 展 開 し て ま い り ま す 。

（ １ ） 養 成 研 修 事 業

① ボ ラ ン テ ィ ア の 集 い の 開 催 ４ 月

② 指 圧 講 習 会 の 開 催 ６ 月 ～ ３ 月

③ 手 話 講 習 会 の 開 催 ６ 月 ～ １ ２ 月

④ 点 字 講 習 会 の 開 催 １ ０ 月 ～ １ ２ 月

⑤ 夏 体 験 ボ ラ ン テ ィ ア の 開 催 ７ 月 ～ ８ 月

（ ２ ） 組 織 化 ・ 登 録 斡 旋 事 業

① ボ ラ ン テ ィ ア ・ セ ン タ ー お く た ま 運 営 委 員 会 の 開 催

② ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 代 表 者 連 絡 会 の 開 催

③ 登 録 ボ ラ ン テ ィ ア の 拡 大

④ 新 規 ボ ラ ン テ ィ ア 及 び ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ の 開 拓

⑤ ボ ラ ン テ ィ ア 受 入 れ 施 設 と の 連 絡 調 整 及 び ボ ラ ン テ ィ ア 斡 旋

⑥ ボ ラ ン テ ィ ア 保 険 掛 金 助 成

（ ３ ） ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 助 成 事 業

福 祉 バ ザ ー 収 益 の 一 部 を ボ ラ ン テ ィ ア 登 録 団 体 運 営 費 と し て 助 成

（ ４ ） 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 事 業

大 規 模 な 災 害 時 に 必 要 と さ れ る 備 品 等 の 整 備

（ ５ ） 広 報 ・ 啓 発 事 業

① ボ ラ ン テ ィ ア 通 信 発 行 （ 社 協 広 報 紙 同 時 発 行 年 ４ 回 ）

② ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 広 報

５ ． 福 祉 団 体 等 へ の 助 成 事 業

各 団 体 等 に 助 成 す る こ と に よ り 、 社 会 的 自 立 、 社 会 復 帰 又 は そ の 活 動 の 活 性

化 に つ な が る よ う に 支 援 い た し ま す 。

（ １ ） 助 成 対 象 団 体 等

① 保 護 司 会

② 奥 多 摩 町 自 治 会 連 合 会

③ 奥 多 摩 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会

④ 奥 多 摩 町 身 体 障 害 者 福 祉 協 会

⑤ 奥 多 摩 町 遺 族 会

⑥ 保 育 園 （ 古 里 ・ 氷 川 ）

⑦ タ ン ポ ポ の 会 （ 障 が い 者 世 帯 の 自 主 活 動 グ ル ー プ ）

⑧ な ご み 運 営 委 員 会 （ 精 神 障 が い 者 の つ ど い ）

⑨ ち び っ こ ぐ ー ち ょ き ぱ ー （ 自 主 保 育 グ ル ー プ ）

⑩ 古 里 少 年 野 球 ク ラ ブ

⑪ 奥 多 摩 柔 道 会

⑫ 奥 多 摩 剣 道 会

⑬ 氷 川 FC（ 少 年 サ ッ カ ー ク ラ ブ ）

⑭ ス ー パ ー ヒ ー ロ ー ガ ー ル ズ （ 少 年 少 女 バ レ ー ボ ー ル チ ー ム ）
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⑮ 少 年 少 女 ス ポ ー ツ 大 会

６ ． 受 託 事 業

町 、 東 京 都 社 会 福 祉 協 議 会 か ら 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 等 を 受 託 し 、 地 域 に お

け る 福 祉 ニ ー ズ に 即 応 し な が ら 、 効 果 的 に 以 下 の 事 業 を 実 施 い た し ま す 。

（ １ ） 外 出 支 援 サ ー ビ ス 事 業

高 齢 者 を 対 象 に 、 町 内 医 療 機 関 へ 通 院 時 の 送 迎 を 行 う こ と に よ り 利 便 性

を 図 り ま す 。

（ ２ ） 筋 力 向 上 ト レ ー ニ ン グ 事 業

基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト の 実 施 に よ っ て 、 二 次 予 防 事 業 対 象 者 （ 特 定 高 齢 者）

と 判 定 さ れ た 方 か ら の 申 請 に よ り 、 機 械 を 使 っ た ト レ ー ニ ン グ 及 び 簡 単 な

体 操 を 行 い 、 身 体 機 能 を 向 上 さ せ 、 安 心 し た 自 宅 で の 生 活 が 継 続 で き る よ

う 支 援 い た し ま す 。

週 ２ 回 福 祉 会 館 ２ 階 機 能 訓 練 室 で 実 施

３ か 月 を １ 単 位 と し 、 個 別 に 目 標 を 設 定

① ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ （ ス ト レ ッ チ ・ 軽 体 操 ３ ０ 分 間 ）

② 機 能 的 ト レ ー ニ ン グ ・ 口 腔 体 操 ・ マ シ ン ト レ ー ニ ン グ （ ５ ０ 分 間 ）

③ ク ー ル ダ ウ ン （ ス ト レ ッ チ １ ０ 分 間 ）

（ ３ ） 低 所 得 者 ・ 離 職 者 対 策 事 業

学 習 塾 な ど の 費 用 や 受 験 費 用 に つ い て 貸 付 を 行 う 、 受 験 生 チ ャ レ ン ジ 支

援 貸 付 事 業 の 申 請 手 続 支 援 業 務 を 実 施 し 、 低 所 得 者 の 子 ど も を 支 援 し ま す。

（ ４ ） 高 齢 者 見 守 り 相 談 事 業

職 員 を 町 に 派 遣 し 、 ６ ５ 歳 以 上 の ひ と り 暮 ら し 又 は 高 齢 者 の み の 世 帯 に

設 置 さ れ た 、 生 活 リ ズ ム セ ン サ ー を 有 す る 緊 急 通 報 シ ス テ ム に よ る 見 守 り

と 、 地 域 に お け る 見 守 り ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成 ・ 支 援 、 高 齢 者 の 相 談 業 務 等

を 行 い ま す 。

（ ５ ） 生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 業

低 所 得 世 帯 、 障 が い 者 世 帯 、 高 齢 者 世 帯 等 の 自 立 を 促 進 す る た め に 資 金

の 貸 付 事 務 を 行 い ま す 。 ま た 、 ２ １ 年 度 か ら 「 離 職 者 支 援 資 金 」 が 「 総 合

支 援 資 金 」 へ と 発 展 的 に 改 め ら れ 、 ハ ロ ー ワ ー ク や 福 祉 事 務 所 と 連 携 を 取

り 、 失 業 に よ り 生 計 の 維 持 が 困 難 と な っ た 世 帯 に 対 し 、 生 活 の 立 て 直 し の

た め に 、 継 続 的 な 相 談 支 援 と 生 活 費 及 び 一 時 的 な 資 金 の 貸 付 を 行 な い ま す。

（ ６ ） 地 域 福 祉 権 利 擁 護 事 業

判 断 能 力 が 不 十 分 な 方 （ 高 齢 者 、 知 的 障 が い 者 、 精 神 障 が い 者 等 ） が 、

住 み 慣 れ た 地 域 に お い て 自 立 し た 生 活 が で き る よ う 、 福 祉 サ ー ビ ス の 利 用

曜 日 午 前 午 後

月 古里診療所 古里診療所

火 双葉会診療所 高橋歯科医院・古里歯科診療所

水 川辺医院

木 奥多摩病院

金 奥多摩病院 峰谷診療所
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手 続 き の 援 助 や 代 行 、 利 用 料 の 支 払 い な ど を 行 い 、 生 活 を 支 援 い た し ま す。

７ ． 奥 多 摩 町 福 祉 会 館 指 定 管 理 事 業

平 成 ２ ４ 年 度 か ら ４ か 年 、 町 よ り 「 奥 多 摩 町 福 祉 会 館 指 定 管 理 者 」 の 指 定 を

受 け 、 奥 多 摩 町 福 祉 会 館 の 効 果 的 な 運 営 ・ 管 理 を 行 い ま す 。 イ ン タ ー ネ ッ ト を

通 じ て 予 約 状 況 、 利 用 方 法 、 使 用 料 金 等 を 案 内 す る な ど 、 利 用 者 へ の 情 報 提 供

と サ ー ビ ス の 向 上 に 努 め ま す 。

８ ． た す け あ い の 推 進 事 業

自 治 会 を は じ め 各 事 業 所 、 各 団 体 等 の 協 力 を 得 て 、 相 互 扶 助 を 理 念 と し 、 町

民 皆 様 の ご 理 解 、 ご 協 力 を い た だ き な が ら 、 た す け あ い 事 業 を 推 進 い た し ま す。

（ １ ） 日 本 赤 十 字 社 員 増 強 運 動 ５ 月

日 赤 社 資 （ 皆 様 か ら 寄 せ ら れ た 会 費 ） は 、 災 害 救 援 、 献 血 事 業 、 看 護 施

設 運 営 及 び 福 祉 事 業 な ど に 充 て ら れ ま す 。

（ ２ ） 赤 い 羽 根 共 同 募 金 運 動 １ ０ 月

こ の 募 金 は 、 都 内 の 社 会 福 祉 施 設 や 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 等 に 配 分 さ れ ま す。

ま た 、 町 に お け る 募 金 額 の ６ ５ ％ が 、 地 域 配 分 と し て 町 内 の 保 育 施 設 、 民

間 社 会 福 祉 団 体 等 の 事 業 に 配 分 さ れ ま す 。

① お 昼 寝 用 布 団 整 備 事 業 （ 氷 川 保 育 園 ）

② 感 染 症 予 防 対 策 備 品 整 備 事 業 （ 古 里 保 育 園 ）

③ 障 が い 者 ス ポ ー ツ 大 会 事 業 （ 社 会 福 祉 協 議 会 ）

④ ボ ラ ン テ ィ ア 通 信 発 行 事 業 （ 社 会 福 祉 協 議 会 ）

（ ３ ） 歳 末 た す け あ い ・ 地 域 福 祉 募 金 運 動 １ ２ 月

歳 末 た す け あ い 運 動 は 、 戦 後 の 生 活 困 窮 者 へ の 見 舞 金 配 布 な ど 特 定 の 方

へ の 経 済 的 救 済 か ら 、 少 子 ・ 高 齢 社 会 の 進 展 等 の 社 会 状 況 の 変 化 に 伴 い 、

普 遍 的 な 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス の 供 給 へ と 移 行 さ れ て い ま す 。

奥 多 摩 町 に お い て も 、 従 来 の 高 齢 者 や 寝 た き り の 方 々 へ の 見 舞 金 、 介 護

用 品 等 の 配 布 は 廃 止 し ま し た が 、 要 援 護 世 帯 へ の 見 舞 金 や 災 害 見 舞 金 は 継

続 し 、 １ ２ 月 中 に 配 分 を 行 い ま す 。

ま た 、 募 金 の 一 部 は 、 東 京 都 共 同 募 金 会 へ 納 付 し 、 次 年 度 の 地 域 福 祉 事

業 に 配 分 さ れ ま す 。

① 奥 多 摩 町 福 祉 大 会 事 業

② 低 所 得 世 帯 調 査

③ 介 護 機 器 貸 出 事 業

④ ま ご こ ろ 助 成 事 業

⑤ 高 齢 者 福 祉 事 業 （ ふ れ あ い 仲 間 づ く り 旅 行 ）

⑥ 児 童 ・ 生 徒 低 所 得 世 帯 就 学 援 助 事 業

⑦ 保 育 園 児 観 劇 招 待 事 業

⑧ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 推 進 事 業

９ ． 奥 多 摩 町 高 齢 者 在 宅 サ ー ビ ス セ ン タ ー 事 業

介 護 保 険 法 上 の 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 と し て 、 通 所 介 護 事 業 を 中 心 に 、 高 齢 者

が 安 心 し て 住 み 慣 れ た 地 域 で 生 活 が 送 れ る よ う 、 要 支 援 者 か ら 要 介 護 者 ま で 総

合 的 に 通 所 介 護 ・ 予 防 通 所 介 護 サ ー ビ ス を 提 供 し ま す 。 ま た 、 平 成 ２ ４ 年 度 か

ら サ ー ビ ス 提 供 時 間 を １ 時 間 拡 大 し 、 利 用 者 へ の 介 護 サ ー ビ ス の 充 実 に 努 め る

と と も に 、 ご 家 族 の 介 護 負 担 の 軽 減 を 図 り ま す 。 さ ら に 、 町 受 託 事 業 等 と し て

配 食 サ ー ビ ス 事 業 を 展 開 し て ま い り ま す 。
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職 員 に 対 し 各 種 研 修 を 行 い 、 資 質 向 上 を 図 り 、 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 に 努 め ま

す 。

（ １ ） 通 所 介 護 事 業 （ 介 護 保 険 事 業 ）

要 介 護 状 態 の 方 を 対 象 と し 、 月 曜 日 か ら 金 曜 日 を 開 所 し 午 前 ９ 時 １ ５ 分

か ら 午 後 ４ 時 １ ５ 分 ま で 来 所 し て い た だ き 、 居 宅 介 護 支 援 計 画 に 位 置 づ け

ら れ た 、 日 中 の 介 護 サ ー ビ ス を 提 供 い た し ま す 。 生 活 相 談 員 、 看 護 師 、 介

護 職 員 、 栄 養 士 な ど を 適 正 に 配 置 し 、 健 康 チ ェ ッ ク 、 趣 味 生 き が い 活 動 、

入 浴 や 排 泄 な ど の 身 体 介 護 、 栄 養 バ ラ ン ス を 考 え た 食 事 の 提 供 な ど を 実 施

し ま す 。 利 用 者 の 自 立 を で き る 限 り 支 援 し 、 心 身 機 能 の 維 持 向 上 な ど を 目

標 に 個 別 の 援 助 計 画 を 作 成 し ま す 。 ま た 、 ご 家 族 の 介 護 負 担 の 軽 減 を 図 り、

安 心 し て 在 宅 介 護 が 続 け ら れ る よ う に 支 援 し ま す 。

（ ２ ） 介 護 予 防 通 所 介 護 事 業 （ 介 護 保 険 事 業 ）

要 支 援 状 態 の 方 を 対 象 に 、 介 護 予 防 プ ラ ン に 位 置 づ け ら れ た 、 日 中 の 支

援 サ ー ビ ス を 提 供 い た し ま す 。 対 象 者 が 住 み 慣 れ た こ の 地 域 で 、 で き る 限

り 自 立 し た 生 活 が 継 続 で き る よ う 、 個 別 の 援 助 計 画 を 作 成 し 、 心 身 機 能 の

現 状 維 持 、 向 上 を 目 標 に 支 援 し ま す 。 専 門 職 員 を 配 置 し 、 運 動 器 機 能 向 上

サ ー ビ ス や 口 腔 機 能 向 上 サ ー ビ ス を 提 供 し 、 共 通 サ ー ビ ス と し て 、 予 防 に

視 点 を 置 い た 様 々 な 活 動 を 、 利 用 者 が 主 体 的 に 取 り 組 み 楽 し む 課 程 か ら 、

そ の 生 活 を 再 び い き い き し た も の に し て い く 、 き っ か け に な る よ う な 諸 活

動 を 提 供 い た し ま す 。

（ ３ ） 配 食 サ ー ビ ス 事 業 （ 町 受 託 事 業 ）

高 齢 者 の ひ と り 暮 ら し 又 は 高 齢 者 の み の 世 帯 で 、 食 事 の 調 理 等 が 困 難 な

方 を 対 象 に 、 安 否 確 認 を 兼 ね な が ら 保 温 容 器 に て 、 栄 養 バ ラ ン ス の と れ た

食 事 （ 月 ・ 水 ・ 金 の 夕 食 ） を お 届 け し ま す 。 ま た 、 食 の 確 保 と 食 の 自 立 の

観 点 か ら 、 十 分 な ア セ ス メ ン ト を 行 い 計 画 的 ・ 有 機 的 に 提 供 す る こ と を 目

的 と し 、 事 業 の 実 施 に 当 た っ て は 、 対 象 者 の 状 況 把 握 を 行 い 、 効 果 的 な サー

ビ ス を 提 供 い た し ま す 。

１ ０ ． ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン “ お く た ま ” 事 業

利 用 者 宅 へ ホ ー ム ヘ ル パ ー の 派 遣 を 行 い 、 高 齢 者 や 障 が い 者 の 方 々 が 、 い つ

ま で も 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 生 活 が 送 れ る よ う に 支 援 い た し ま す 。

ま た 、 多 種 多 様 な ニ ー ズ に き め 細 や か な 対 応 が で き る よ う に 、 介 護 保 険 事 業

だ け で は な く 、 法 人 独 自 に 有 償 家 事 援 助 サ ー ビ ス 事 業 を 展 開 い た し ま す 。

総 合 的 な 在 宅 生 活 援 助 の 担 い 手 と し て の 役 割 を 果 た す と と も に 、 定 期 的 な 研

修 会 の 実 施 や 外 部 研 修 を 取 り 入 れ る こ と で 、 治 療 食 や 専 門 的 な 介 護 技 術 の 習 得

に 力 を 入 れ 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー 個 々 の 能 力 向 上 を 図 り 、 安 全 で 質 の 高 い ホ ー ム ヘ

ル プ サ ー ビ ス を 提 供 で き る よ う に 努 め ま す 。

（ １ ） 訪 問 介 護 事 業 （ 介 護 保 険 事 業 ）

居 宅 に お い て 要 介 護 状 態 に あ り 、 介 護 を 必 要 と す る 方 を 対 象 に ホ ー ム ヘ

ル パ ー を 派 遣 し 、 居 宅 介 護 支 援 計 画 に よ る 介 護 サ ー ビ ス を 提 供 い た し ま す。

ま た 、 利 用 者 や 家 族 と 相 談 し 、 訪 問 介 護 計 画 を 作 成 い た し ま す 。

主 な 援 助 内 容 生 活 援 助 掃 除 、 洗 濯 、 食 事 作 り 、 買 い 物 な ど

身 体 介 護 入 浴 介 助 、 排 泄 介 護 、 通 院 介 助 な ど

活 動 時 間 月 ～ 土 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ５ 時 ０ ０ 分
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（ ２ ） 介 護 予 防 訪 問 介 護 事 業 （ 介 護 保 険 事 業 ）

居 宅 に お い て 要 支 援 状 態 に あ り 、 何 ら か の 生 活 援 助 を 必 要 と す る 方 を 対

象 に ホ ー ム ヘ ル パ ー を 派 遣 し 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー と の 共 同 作 業 を 行 い 、 自 立

支 援 を 目 的 と し た 介 護 予 防 プ ラ ン に よ る 介 護 予 防 サ ー ビ ス を 提 供 い た し ま

す 。 ま た 、 利 用 者 や 家 族 と 相 談 し 、 予 防 訪 問 介 護 計 画 を 作 成 い た し ま す 。

主 な 援 助 内 容 生 活 援 助 、 掃 除 、 洗 濯 、 食 事 作 り 等 の 見 守 り 、 助 言

活 動 時 間 月 ～ 土 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ５ 時 ０ ０ 分

（ ３ ） 居 宅 介 護 支 援 事 業 （ 障 害 者 自 立 支 援 法 ）

地 域 で 暮 ら す 身 体 障 が い 者 （ 児 ） 及 び 知 的 障 が い 者 （ 児 ） の 方 々 を 対 象

に 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー を 派 遣 し 、 介 護 サ ー ビ ス を 提 供 い た し ま す 。 ま た 、 利

用 者 や 家 族 と 相 談 し 、 訪 問 介 護 計 画 を 作 成 い た し ま す 。

主 な 援 助 内 容 生 活 援 助 掃 除 、 洗 濯 、 食 事 作 り な ど

身 体 介 護 入 浴 介 助 、 排 泄 介 護 、 通 院 介 助 な ど

活 動 時 間 月 ～ 土 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ５ 時 ０ ０ 分

（ ４ ） 障 害 者 移 動 支 援 事 業 （ ガ イ ド ヘ ル パ ー 派 遣 事 業 ）

屋 外 で 移 動 が 困 難 な 障 が い 者 （ 児 ） の 方 を 対 象 に 、 外 出 や 余 暇 活 動 等 の

社 会 参 加 の た め の 外 出 の 支 援 を い た し ま す 。

主 な 援 助 内 容 外 出 時 に お け る 付 添 い

活 動 時 間 月 ～ 土 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ５ 時 ０ ０ 分

１ １ ． ケ ア サ ポ ー ト 奥 多 摩 事 業

（ １ ） 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 （ 介 護 保 険 事 業 ）

介 護 保 険 法 令 に 則 り 、 地 域 で 暮 ら す 要 介 護 状 態 に あ る 高 齢 者 に 対 し て 、

居 宅 介 護 支 援 計 画 (ケ ア プ ラ ン )を 作 成 い た し ま す 。 相 談 支 援 は 、 介 護 支 援

専 門 員 (ケ ア マ ネ ジ ャ ー )が 、 専 門 的 な 知 識 と 技 術 を も っ て 、 利 用 者 並 び に

家 族 の 合 意 を 得 な が ら 進 め て ま い り ま す 。 利 用 者 が 可 能 な 限 り 住 み 慣 れ た

地 域 で 、 有 す る 能 力 に 応 じ 自 立 し た 日 常 生 活 が 送 れ る よ う に 保 健 、 福 祉 、

医 療 サ ー ビ ス 等 の 調 整 に 努 め ま す 。

相 談 受 付 ： 月 ～ 金 （ 祝 日 を 除 く ） 午 前 ８ 時 ３ ０ 分 ～ 午 後 ５ 時 ３ ０ 分

相 談 方 法 ： 電 話 相 談 、 訪 問 相 談 、 来 所 相 談

（ ２ ） 介 護 予 防 支 援 事 業 （ 介 護 保 険 事 業 ）

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー か ら 委 託 を 受 け 、 要 支 援 と 認 定 さ れ た 方 に 対 し 、

要 介 護 状 態 と な る こ と を で き る 限 り 予 防 す る こ と を 目 的 と し 、 予 防 プ ラ ン

を 作 成 い た し ま す 。

介 護 支 援 専 門 員 が 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー と 連 携 を 図 り な が ら 、 よ り 自 立

し た 生 活 が 送 れ る よ う に 、 介 護 予 防 サ ー ビ ス 、 地 域 の 保 健 、 福 祉 、 医 療 サー

ビ ス の 調 整 に 努 め ま す 。

相 談 受 付 ： 介 護 予 防 支 援 に つ き ま し て は 、 町 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー に ま

ず ご 相 談 く だ さ い 。

（ ３ ） 要 介 護 認 定 調 査 の 受 託

区 市 町 村 か ら の 委 託 を 受 け 、 要 介 護 認 定 調 査 を 実 施 い た し ま す 。 ま た 、

居 宅 に 限 ら ず 、 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 入 所 者 の 認 定 調 査 も 実 施 い た し ま す
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■ 一般会計 （単位：千円）

合 計
法人運営
事 業

地域福祉
事 業

ボランティ
ア活動推進

事業

生活福祉資
金貸付事業

福祉サービ
ス利用援助

事業
介護事業 受託事業

勘 定 科 目

【経常活動による収支】

収

入

会費収入 3,800 2,871 762 167 0 0 0 0

寄附金収入 2,500 943 1,297 260 0 0 0 0

経常経費補助金収入 44,587 33,735 1,244 9,608 0 0 0 0

受託金収入 35,426 0 2,332 0 1,397 4,000 9,081 18,616

事業収入 1,278 0 648 600 0 30 0 0

共同募金配分金収入 2,367 365 1,405 597 0 0 0 0

介護保険収入 58,581 0 0 0 0 0 58,581 0

自立支援費等収入 10 0 0 0 0 0 10 0

利用料収入 1 0 0 0 0 0 1 0

雑収入 17 11 0 5 0 0 1 0

受取利息配当金収入 73 33 10 24 0 0 6 0

経常収入計(1) 148,640 37,958 7,698 11,261 1,397 4,030 67,680 18,616

支

出

人件費支出 103,441 29,794 634 8,510 1,160 3,429 43,386 16,528

事務費支出 9,491 2,567 64 707 237 601 4,169 1,146

事業費支出 24,601 2,315 3,998 1,260 0 0 16,086 942

助成金支出 1,624 0 1,354 270 0 0 0 0

会計単位間繰入金支出 700 0 700 0 0 0 0 0

経常支出計(2) 139,857 34,676 6,750 10,747 1,397 4,030 63,641 18,616

経常活動資金収支差額
(3)=(1)-(2)

8,783 3,282 948 514 0 0 4,039 0

【施設整備等による収支】

収
入施設整備等収入計(4) 0 0 0 0 0 0 0 0

支
出施設整備等支出計(5) 1,170 920 250 0 0 0 0 0

施設整備等資金収支差額
(6)=(4)-(5)

-1,170 -920 -250 0 0 0 0 0

【財務活動による収支】

収
入財務収入計(7) 0 0 0 0 0 0 0 0

支
出

積立預金積立支出 3,574 2,362 698 514 0 0 0 0

財務支出計(8) 3,574 2,362 698 514 0 0 0 0

財務活動資金収支差額
(9)=(7)-(8)

-3,574 -2,362 -698 -514 0 0 0 0

予備費(10) 6,039 2,000 0 0 0 0 4,039 0

当期資金収支差額合計
(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

-2,000 -2,000 0 0 0 0 0 0

前期末支払資金残高(12) 2,000 2,000 0 0 0 0 0 0

当期末支払資金残高(11)+(12) 0 0 0 0 0 0 0 0
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■公益事業特別会計 （単位：千円）

合 計
居宅介護
支援事業

福祉会館
管理事業勘 定 科 目

【経常活動による収支】

収

入

受託金収入 9,613 0 9,613

事業収入 246 0 246

介護保険収入 11,778 11,778 0

雑収入 1 1 0

受取利息配当金収入 2 1 1

会計単位間繰入金収入 700 700 0

経理区分間繰入金収入 1,500 1,500 0

経常収入計(1) 23,840 13,980 9,860

支

出

人件費支出 12,203 12,203 0

事務費支出 556 556 0

事業費支出 8,622 262 8,360

経理区分間繰入金支出 1,500 0 1,500

経常支出計(2) 22,881 13,021 9,860

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 959 959 0

予備費(4) 959 959 0

当期資金収支差額合計(5)=(3)-(4) 0 0 0

前期末支払資金残高(6) 0 0 0

当期末支払資金残高(5)+(6) 0 0 0

※共同募金会納付金は、翌年度の奥多摩

町の地域福祉活動費に充てられます。

■歳末たすけあい運動事業特別会計 （単位：千円）

歳末たすけあい
運動事業

勘 定 科 目

【経常活動による収支】

収

入

募金収入 2,949

受取利息配当金収入 1

経常収入計(1) 2,950

支

出

事務費支出 101

事業費支出 1,000

共同募金会納付金 1,849

経常支出計(2) 2,950

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 0

予備費(4) 0

当期資金収支差額合計(5)=(3)-(4) 0

前期末支払資金残高(6) 0

当期末支払資金残高(5)+(6) 0
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月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

2月 1日 10,000円 ベッドを借りたお礼として 小丹波895 新島タケ

2月 6日 12,479円 小銭を福祉のために 匿 名

2月22日 5,034円 小銭を貯めて福祉のために 棚沢375 栗原三重子

2月23日 10,000円 福祉のために 氷川2,223 清水トミ

2月28日 10,000円 福祉機器を借りたお礼として 小丹波387-4 藤野志津江

3月 6日 900円 福祉のために 匿 名

3月13日 50,000円
亡夫、重男様の葬祭費の一部を
福祉のために

留浦1,390 坂村ミエコ

3月14日 15,000円 一般福祉へ 氷川194 鈴木アツ子

3月19日 30,000円 見舞金の一部を福祉のために 境945 望田千恵子

3月19日 9,260円 小銭を貯めて福祉のために 栃久保ママさんクラブ

3月28日 100,000円 福祉のために 匿 名

月 日 品 物 ・ 数 量 住 所 氏 名

1月26日 未使用タオル 約190枚 匿 名

2月 1日 電動昇降座イス 梅沢170 浜野武雄

2月 6日 塩 500ｇ×8袋 小丹波507-3 小沢福治

3月28日 未使用タオル 59枚
福生市武蔵野台
1-9-11
ﾒｿﾞﾝﾄﾞﾌﾙｰﾙ101号

松原節子

( 敬 称 略 )～ 3 月 ２ ８ 日
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就
任

（
敬
称
略
）

小
峰

陽
一

任
期

平
成
24
年
３
月
23
日

～
平
成
25
年
６
月
12
日

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
と
自
治
会
連
合
会

と
協
同
で
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
の
受
付
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
赤
十
字
社
が
義
援
金

の
受
付
を
延
長
し
た
事
を
う
け
、
そ
れ
に
合
わ
せ
、

受
付
を
９
月
末
ま
で
延
長
す
る
事
と
い
た
し
ま
し

た
。ま

た
、
す
で
に
多
く
の
方
よ
り
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
２
月
末
ま
で
に
１
０
，
７
７
１
，
７
０
３

円
が
集
ま
り
、
日
本
赤
十
字
社
へ
送
金
い
た
し
ま

し
た
。
皆
様
か
ら
の
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
24
年
９
月
30
日
ま
で

受
付
場
所

役
場
住
民
課
総
合
窓
口

役
場
古
里
出
張
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

奥
多
摩
病
院

社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
会
館
）

受験生チャレンジ支援貸付事業は、東京都の低所得者・離職者対策事業の一環として、一定の所

得以下の世帯のお子さま（中学３年生・高校３年生）を対象に、学習塾などの費用や受験料の貸付

を無利子で行います。さらに、高校、大学等に入学した場合には返済が免除されます。

（１）学習塾等受講料貸付金

対象：中学３年生・高校３年生

貸付限度額：２００，０００円

（２）受験料貸付金

①高校受験

貸付限度額：２７，４００円

（４校分、１校あたり２３，００

０円まで）

②大学受験

貸付限度額：１０５，０００円

（３校分、１校あたり３５，００

０円まで）

お申し込み・お問い合わせ：社会福祉協議会 電話８３－３８５５

ご利用の条件

対象となる方は次に掲げるすべての要件を満たす方

です。

① 世帯の生計中心者であること

② 課税所得または総収入が一定基準以下であること

③ 預貯金等資産の保有額が６００万円以下（世帯）

であること

④ 土地・建物を所有していないこと

（現在住んでいる場所の土地、建物は除く）

⑤ 都内に引き続き１年以上在住（住民登録）してい

ること

⑥ 生活保護受給世帯の世帯主または構成員ではない

こと

⑦ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律

（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する

暴力団員でないこと



平成２４年４月５日 Ｎｏ．１７４おくたま ふくし( １４ )

社会福祉事業につきましては、日頃から格別のご理解、ご協力を賜わり厚く御礼を

申し上げます。

今年も例年のとおり、社会福祉協議会の会員増強月間として６月１日から会員加
入と会費納入をお願いすることとなりました。

社協が実施する福祉事業は、会員による会費が主な財源となっております。今後、

ますます増大する福祉ニーズに的確に対応していくためには、町民一人ひとりのご協

力が大きな支えとなります。ぜひ、社協が行う地域福祉事業にご理解いただき、会員

への加入をお願いいたします。

正 会 員 １ 口 １， ００ ０ 円

特 別 会 員 １ 口 １ ０， ００ ０ 円

会費の納入は、自治会を通してお願いしておりますが、社会福祉協議会窓口におき

ましても受付しております。また、事業所などにつきましては、お電話をいただけれ

ば、こちらからお伺いいたします。

会費の納入は、１年を通して受付ておりますが、６月を

増強月間として、取扱期間とさせていただきます。

町民の皆様には、日頃から赤十字事業にご理解とご協力を賜わ
り感謝申し上げます。

本年度も、５月１日から３１日までを重点期間とし、赤十字会
員（社員）への加入と事業資金へのご協力をお願いいたします。

日本赤十字社は、世界の平和と人々の幸せを願い、災害救助や
福祉などの多くの事業を実施しております。

皆様よりご協力いただきました事業資金は

◎救護・救援活動のために

◎救急法・健康生活支援講習等の講習のために

◎献血バスの整備や献血運動推進のために

◎看護施設等の運営のために

◎看護師の養成のために

など幅広く役立たせていただいております。

平成２４年度 会員会費募集のお願い



平成２４年４月５日 Ｎｏ．１７４おくたま ふくし( １５ )

〒198-0212 西多摩郡奥多摩町氷川1,111

電 話 0428-83-2761 FAX 0428-83-2774

年 間 の 主 な 行 事

４月 お花見

５月 菖蒲湯

６月 小旅行

７月 七夕、夏祭

９月 敬老会

１２月 ゆず湯、クリスマス会

１月 もちつき

２月 節分

３月 ひな祭

その他 お誕生日会、おやつ作り

↑
２
月
の
節
分
の
様
子

国では、介護保険制度の見直し（介護報酬・運営基準改定等）が行われ、当センターでも、

これまで以上に利用者皆様の介護サービスの充実に努めるとともに、ご家族の介護負担の軽減

が図れるよう、４月よりサービス提供時間を１時間拡大いたしました。

変更前 サービス提供時間（６時間） 変更後 サービス提供時間（７時間）

９：３０～１５：３０ ９：１５～１６：１５

高齢者在宅サービスセンターでは、毎週、月・水・金の夕食（弁当）を高齢者の方々へお届け

する「配食サービス事業」を実施しています。古里地区・氷川地区・小河内地区と全町にわたり、

約６０名の方に安否確認も兼ねながらお弁当をお届けしています。この配食サービス事業にご協

力いただけるボランティアさんを募集しています。

○配達ボランティア

活動内容 毎週、月・水・金の午後４時頃～午後５時頃、古里地区は文化会館に、氷川地区・

小河内地区は、高齢者在宅サービスセンターに集合していただき、利用者宅へお弁

当を届けていただきます。

○容器回収ボランティア

活動内容 毎週、火・木の朝、利用者宅からお弁当の容器（空）を回収し、午前１０時頃ま

でに高齢者在宅サービスセンターへ届けていただきます。

週に１回でも構いませんので、ご協力いただける活動がございましたらよろしくお願いします。

詳しいお問い合わせは、高齢者在宅サービスセンターへご連絡下さい。

高齢者在宅サービスセンターでは、四季折々にあわ

せた行事を開催しています。



平成２４年４月５日 Ｎｏ．１７４おくたま ふくし( １６ )

ボ ラ ン テ ィ ア 通 信
ボランティア・センターおくたま

社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
〒198-0212奥多摩町氷川199

（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
電 話:(0428)83-3855
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

Ｎｏ．70
開所時間

月曜～金曜

午前8時30分～

午後5時30分

団 体 名 代 表 者 名 会員数 団 体 名 代 表 者 名 会員数

奥 多 摩 指 圧 奉 仕 会 酒 井 ま り 子 ４０ 民生・児童委員協議会 大 澤 五 百 子 ２３

栃久保ママさんクラブ 菊 池 恭 子 ２１ 手 話 サ ー ク ル も み じ 片 倉 和 彦 １１

NPO法人タンポポの会 小 川 正 人 ２５ 由 美 之 会 若 林 み よ ５

杉 の 実 会 清 水 高 明 ２１ 点 字 サ ー ク ル て ん 点 沢 本 清 美 １６

扇 隆 会 杉 山 初 ５ 食事サービスかたくりの会 長谷見二千枝 ９

民 謡 ク ラ ブ 前 田 イ ネ 子 ６ コ ー ル や ま ぶ き 堀 口 政 美 ２８

ト ミ ヨ 会 古 菅 敏 子 ８ ほ う き ぼ し 原 島 秀 雄 １０

山 鳩 会 小 林 冨 士 江 １０ 奥 多 摩 町 将 棋 愛 好 会 牧 野 立 治 １７

ボランティア団体の主な活動先は、町内の福祉施設や社会福祉協議会、各諸団体の行事等、

多数活動されております。

個人ボランティアも１５名の方が登録しています。

今年度もよろしくお願いします。 平成２４年４月１日現在

ボランティア・センターおくたま運営委員の任期満了に伴い、次の方が選任されました。(敬称略)

委員長 片倉 和彦（再任） 副委員長 相田恵美子（再任） 委 員 大澤五百子（再任）

委 員 杉村 誠二（再任） 委 員 酒井まり子（新任） 委 員 菊池 恭子（再任）

委 員 原島けい子（再任） 委 員 村木 一男（新任） 委 員 新島 和貴（再任）

※任期 平成２４年３月２日～平成２６年３月１日



平成２４年４月５日 Ｎｏ．１７４おくたま ふくし( １７ )

ボランティア養成事業の一環として、指圧・手話講習会の受講生を下記により募集しています。

≪指圧講習会≫
指圧を学んでみたい方、年齢、性別、経験は問いませんので、お気軽にお申し込みください。

【期 日】平成２４年６月～平成２５年３月までの毎月第２月曜日（全１０回）

【時 間】午後１時～２時３０分

【会 場】福祉会館 ２階和室

【受 講 料】無料 ※但し、初回のみテキスト代１，２００円をご負担いただきます。

【申込受付】５月３１日（木）まで

≪手話講習会≫
初級コース、中級コース、上級コースに分かれて学習していただきます。

手話を学んでみたい方、年齢、性別、経験は問いませんので、お気軽にお申し込みください。

【期 日】平成２４年６月～平成２４年１２月までの毎月第１、第３、第５木曜日（全１５回）

【時 間】午後７時～８時３０分

【会 場】福祉会館 １階ボランティア・センター

【受 講 料】無料 ※但し、初回のみテキスト代１，０００円をご負担いただきます。

【申込受付】５月３１日（木）まで

《 使 用 済 切 手 》
杉 山 昭 子 様 大 和 則 子 様 盛 田 正 輝 様

奥 多 摩 工 業 ㈱ 様 栃久保ママさんクラブ 様 寿 楽 荘 様

都 民 の 森 様 ( 有 ) 小 林 石 油 様 奥 多 摩 病 院 様

小 林 冨 士 江 様 原 島 富 子 様 坂 村 政 次 様

保 科 敬 子 様 古 里 小 学 校 様 小峰電気管理事務所 様

点字サークルてん点 様 原 島 た い 子 様 ト ミ ヨ 会 様

M ＆ C 軽 体 操 様 奥 多 摩 文 化 会 館 様 沢 本 和 容 様

平 岡 忠 夫 様 福 祉 保 健 課 様 古 里 中 学 校 様

原 島 く に 子 様 日 原 保 勝 会 様 匿 名 ５ 件

皆様からお寄せいただいている使用済み切手（写真）

をスタンプ業者で換金しました。換金後は、地域福祉

事業の財源として活用させていただきます。

使用済み切手 １１．１ｋｇ ６，６６０円

（今回の収集には約１年２ヶ月を要しております。）

引き続き、皆様からのご寄付をお待ちしております。



平成２４年４月５日 Ｎｏ．１７４おくたま ふくし( １８ )

第１４回福祉バザーが、住民皆様をはじめ多くのボラ

ンティアの方々のご理解、ご協力により開催されます。

この福祉バザーの収益は、地域福祉事業を推進するた

めのボランティア基金の財源及びボランティア団体活動

費の助成に充てられます。

今年もこの福祉バザーが盛会に開催できますよう、町

民皆様の更なるご支援をお願いいたします。バザー当日

は、皆さまのご来場を心よりお待ちしております。

なお、駐車場は奥多摩工業さん社有地、氷川小学校さ

ん校庭をお借りしておりますので、ご利用下さい。

この「ボランティアの集い」は、地域

住民、ボランティアが一堂に集い、レク

リエーションを通じて交流することによ

り、お互いの親睦や理解を深めることを

目的に行います。

参加費無料、申込み不要で、賞品も多

数用意しております。

多くの方のご参加をお待ちしておりま

す！！

自治会を通じて物品提供のお願いをして

おりますが、物品の集め方は各自治会によっ

て異なりますので、地域ごとにご確認くだ

さい。

なお、物品提供にあたっては、

○新品・未使用の品物をお願いいたします。

○賞味期限切れ・故障したものはご遠慮く

ださい。

○衣類については、新品または、クリーニ

ング済みのものをお願いします。

↑昨年のバザーの様子

分 類 例 物 品 例

食 品 類 農産物、調味料、缶詰、飲物等

日 用 品
石鹸、洗剤、入浴剤、シャンプー、

ボディソープ、ティッシュ等

寝 具 類
毛布、タオルケット、シーツ、布

団、布団カバー、枕カバー等

衣 類 シャツ、ズボン、肌着等

小 物 類 靴、帽子、傘、装飾品、バッグ等

タオル類 タオル、バスタオル、ハンカチ等

電気製品 時計、ドライヤー、台所家電等

食 器 類
皿、茶碗、湯呑み、箸、コップ、

カップ、スプーン、フォーク等

プログラム
13:30 原 大五郎ステージ

「奥多摩踊り 他」

13:45 防災物品プレゼント

抽選

14:10 映画「ゆずり葉」

会場：福祉会館 集会室

※映画『ゆずり葉』は、「世代間の引継ぎ」をテーマ

にしている、ろう者が主人公の映画です。

↓
原

大
五
郎
さ
ん(

小
丹
波
在
住)


